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Mansonが相79年パンクロフト糸状虫仔虫が夜間出

現性を示すことを始めて発見してから既に80年の歴史

がある．この間たゆみなき研究，観察が行われ，幾つ

かの貴重な事実が明らかにされつつあるが，本現象の

本題や原因について万人をして納得せしめるにたる説

明はまだ確立きれていない現況である■

本現象は病理学日生物学的見地からは勿論，本病の

予防夕治療の面から考へても興韓深き現象で，その原

因の解明はきわめて蛋要である■　先に雪が国に於ても

田宮，前島等の定期出葺削こ関する文献の紹介，綜説が

なされているが，最近内外共に斬らしい知見が加えら

れつつあるので本現象についての主な業漬を整理し，

現在までの研究の歴史を明らかにしたいと思ふ。

ミクロフィラリ7定期出現性の研究の歴史

〔B〕定期出現性の本態

ミクロフィラリアの末梢血への週期的な出現が，中

間宿主の生物学的性質に適応して仔虫自身の壁酒保

全，種属繁殖の目的を果す役割を演じているが，その

適期性出現の本態について現在迄に2つの考へ万が唱

導されてきた．即ち醤虫の定期分娩説と仔虫自体の体

内分布の移動である。

1）党づ母虫の定期的分娩と仔虫の定期死滅を以つ

てこれを説明しやうとしたものにMeyers（78別），

Lane（1933）等がある○　更に0’connor〔1931〕や

0’connor＆］丑山se〔相32〕は妄阻梅内のパンクロフト虫

体の連続切片を検索して1日のうちてある決った時間

にのみ子宮が同程度に発育した仔虫でみたきれている

のを発見してLaneの板書削こ組織学的な限拠を与へ，

恐らくは仔虫は正午頃に分娩きれるものであろうとし

てその説を支持している．然し其の後Hinman〔1935）

等多くの人々が朗印書Jαγ亘α査桝桝京王昆，Ⅳ那仁加γ押まα

毎紺牲桝で同様の観察を行ってその事巽を膚定して

いるロ久滞：，大石〔1957）等も試殴管内で母虫の仔虫

分娩の頃牒を観察し，分娩に過期性のないことを確め

ている。町即ゐ紺gγ言α拍瑠仁和ノ甘言については0’connor

以後追試の数も少く更に検討が必要である様に愚はれ

る．

2）其の後仔虫の体内外での生存期間の観察，仔虫

体内分布の病理組織学的研究，仔虫の未感染犬への移

住発散等が行はれ，その成鮭を取越として仔虫の定期

出現性は母虫の分娩とは関係なく，仔虫そのものの昼

夜に於ける体内分布の変動，殊に肺と末梢血間に放け

る仔虫の定期的migration　の結果であるとする考え

方が強力にとなえられるやうになった。殊にManson

（1883〕は夙にパンクロフト糸状虫仔虫について体外

飼育巽鹸を行い，室温で10ロ時間以上生存し得ること

蓉報告している．文F損1eborn〔相12〕は氷室で6乃

至7週間．Rao〔1933〕は40Cにて4～6週間の生存

を認め，Hinman〔1935〕は　加γβカJαγ言α　£椚椚摘ざ

で39りCの蒔酸加血液内で6日，クエン酸加血液内で1ロ

日，脱線椎葉血液内で7日，リンゲル加血液内で5日

更に6ロCの冷蔵庫内では実に4～8週間生存しうるこ

と巻実験的に確認している。其の他谷口〔1905〕，秋

山，望月〔1910），志賀並びに高月〔用ロ7），吾川

〔柑相），北条〔1937）はパンクロフト仔虫について

Fh11eborn〔1912〕，Wellmann　＆Johns（19ほ〕
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田〔相39〕等は朗印J封卯ね言Ⅲ桝地ぶ仔虫について

同様の冥敵を行い仔虫の寿命は数日乃至数過にわたる

比較的長いものであることを認め，仔虫の2ヰ時間の定

期死滅の憶説が不合理であることを指摘している．

更に仔虫を同種又は盈種層主に移住して生体内での

仔虫の寿命や過期出現陸を見た実験がある■

F揖1eborn〔19ほ），〔柑12〕Delafond＆Gruby

（1895〕，Hinman（1935〕，Fau鈍＆DeB乱Ckey

（1934〕，村田（柑39）等は刀古川βねrね古桝椚捕∫

仔虫の輸血異観局行っていづれも末梢血内への出現を

認軌特に村田は供給犬と同様の夜間出現性魯認めて

いる●最近でもHawking〔1953〕は加ゎ却加壷

γg如耶仔虫を輸血して68日間末栴血中に認め，しか

も供給犬と同様の定期出現性のあることを明らかにし

ている0文相田〔1939〕，Delafond＆Gruby〔1895）

等異種動物である家威への輸血でも遇期性の現はれる

ことを認めている．

これらの移注先験に放ては宋栴血中に出現する仔虫

数は－一般に少く，Knott（相35）の例では期待数の6●5

％，Fiillebornは1／3，Hinmanは8％，Hawkingの場

合でも17％に過ぎ、ない．恐らくは移入仔虫の大部分は

肺に蓄積きれ，或は他の器官で処理きれるものであろ

うと述べている．従って移珪仔虫数の少いときには末

梢血中に出現せずに終る場合も当然かと苛へられる－

最近ナ久米鹿びに大石（相54）は、批素剤を用いて

朗押βg甜拍f桝桝葎砧母虫巻殺滅した視でも仔虫の出

現には依然として適期性のあること巷確認している．

3）定期出現性の解明の一つの手段として古くから

行はれているものに宿主町組織，器官に放ける仔虫の

分布検索がある．Manson〔1舶7〕ト吊Ⅲeborn〔19ほ〕

Zieman〔1905〕，林〔1907〕，Rodenwald七（1908〕

Feldman〔1904），Keneth＆Lynch（1919），木

村（19相〕，久栄（1938），R柵1ands（1956）は人

糸状虫症の剖検体で，Manson（1897〕，谷口〔1905）

蘇（1907〕，F揖1eborn（19ほ），蕾村（1916〕，川

上長沢〔1926〕，照井（1926〕，村田〔1939〕，前

島〔1g42〕，Hawking　＆　Thurston〔1951）等は

朗印βJ卯ね　古刑桝紀砧感染犬について詳細な組織学

的検索を行っている。いづれの成績も　間加舶矧壷

毎乃Ⅳβ揮，朗r所g卯fαf桝椚捕ぷ共に昼夜巷間はず

肺臓に圧到的に多く，次いで右心に多い●　一般に肝，

腎，胴，骨髄等の内膜には比較的少く宋構血と大差は

ない・久米JMansonは患者の死亡時聞から昼夜に於

ける仔虫分布の差異蓉追求し，夜間では肺と宋栴血と

の仔虫数の差が昼間に比して少いことを認めている－

村田は文仔虫を移住した犬及び家鬼を剖検し，同様肺，

心に仔虫の集積することを報告している．

以上は死後の剖検体についての検索成蹟であるが鶴

見，武田（19相〕は人で末梢血に仔虫の見られない昼

間に肺穿刺を行って夜間よりも高い陰性率をあげ，

Hawkhg＆Thurston〔相51）は夜間出現陸のフィ

ラリアに感染した猿，犬で各器官のBiopsyを行い，

肺では昼夜共に多数の仔虫を認め，肝，腎，骨髄，淋

巴腺，皮膚，筋肉等の組織器官では夜間に多い成鰐を

得ている．

浜田（1958〕は手術的に腹部内臓器の一部を取り出

して組織学的放棄を行い，その仔虫の消長は末梢血の

それに準ずることを認め，川崎（1958）は静政カテ岬

テル杏用いてバンクロフト仔虫保有者7名について昼

夜間に肝静臥右心，肺静放から採血し宋構血の仔曲

数と比較した．その結果撰部薄膜器の静駄の仔虫は皮

膚宋階血のそれと同様の消長を示すが肺小動放閉賽部

位の血液には昼間も多数の仔虫杏認め，Hawki喝＆

Tburstonや浜田と同一一の見解杏述べている．桝屋等

〔相58〕は血痍を伴う仔虫保有者で昼間も血瑛申に多

数の仔虫を認めている●

LaneはManson－Babr（19ほ〕の宋陵で仔虫が血

液温度で12時間以上生存しえないこと，F損1ebornの

啓珪実験で仔虫が宋稗血に出現しないこと，更に

Enottの移珪実験の→成功例は後年患者が陰襲水屑掩

有していたことを発見して未感染者であったかどうか

靡はしい点などをあげて自説を主張している．事巽文

Ⅳ鋸如脚fα転配相即についてのこの種の放棄がま

だ不充分のうらみはあるけれどもその他の仔虫の寿命

に関する完敗，仔虫の移住繋験，剖検又は生検に依る

仔虫の体内分布の放棄等の成鰐はいづれも仔虫適期性

出現が母虫の有軌仔虫の分娩とは開伊無く，仔虫自

体が肺と末梢血との間に昼夜によってmigrationを

繰り返す結果であるとする考え方に，より有力な根拠

となるものであるt

（即ミクロフィラリアののm王gⅢ毛細nの原因

以上の宋陵成鰐の結果から現在の段階では本現象の

本題は仔虫自体の肺と末梢血間に放ける移動現豪と啓

へるのが合理的のように恩はれる．そのような観点に

立ってミクロフィラリアのmigration　の機軌原因

を追求しようとする研究が多数行われている。その研

究の内容を要約してみるとミクロフィラリアの定期出

現性の原因を外部からの刺戟に対する仔虫そのものの

生物学的性状に帰するものと，間摸的に宿主たる生体

側，特にその生理環境に原因杏求めようとする二つに
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大別することが出来る．

1〕仔虫の生物学的性状

（a〕中間宿主の刺傷，唾液に対するChemotaxis

ミクロフィラリアの末梢血内出矧ま中間宿主の生酒

習慣化一致し硬質により出現の時間を異にしているわ

けでManson〔1899〕は夙に中間宿主の刺傷習慣に対す

る寄生虫の適応であると考へた．Fiilleborn〔1912〕は

朗γロガg甜言α吉例例言吉砧仔虫が蚊のマルピギ叶氏管の

乳剤に対してChemotoxisを示すことからDirojil一

卯fα　吉椚椚まま砧，戯言押印αγ盲α　押如乃ぶ，肝保て如㌢紺まα

出花て印書孟，A用乃摘¢て加古g♂穐朗弗α如門まα那　の仔虫が

胸筋やマルピ単一氏管に好んで侵入するのは蚊体臓器

物質に対するミクロフィラリアのCbemotaxisの存在

を示すものと考へた－

Keneth＆Lynch〔1919〕はDirofilariaimmiiis

仔虫がRheotropism11Sを呈することを菓圭告し，菅沼

〔1921）はパンクロフト仔虫が試験管内でCO釣尿素，

尿酸，ブドー糖に陰性の，アンモニアに対しては陰性

のChemotaxisがあることを確認しf＝と述べてい

る．Harley〔相32〕も仔虫は中間宿主の唾液の方え

移行する特別の趨性があり，この物質が文フィラリア

成虫の過期的分娩を刺戟するものではあるまいかと

推測している．Bshburn＆Craig〔19て）7〕も吸血を行

はせた蚊体内には同量の末梢血中の仔虫数の＊ロ～50倍

に達する多数の仔虫巷認め，蚊の刺傷との関係を示唆

している。その他中間宿主との関係巷説く　ものに

・0℃onnor〔1931），Dasanayake（1939〕等がある

がHinman〔1935〕等定期出現の原因は蚊の刺傷と

は無関係とするものも少くない。

〔b〕Heliotropismus

菅沼（7927）は仔虫は日光に対して強い陰性の

Heliotropismusを呈すると述べ，之が定期出現の主

要因であると論じている．村田〔1939〕は朗γ¢βgαγf虚

言鯛研摘ぷ仔虫について特別の装置を考案して太陽脛，

日光の直射完敗を行ったが菅沼の云ったような現象は

みられなかったと述べている，

2〕外界条件との関係

白鷺環境条件として日光，温度∴乾温等との関係が

検討きれている．殊に仔虫の出現が日出，白樫と確怨

たる密接な関係があるので日光は特に重視され，古く

から多くの憶説や実験観察が行はれている．

LancerelユⅩ〔相88〕はパンクロフト仔虫は日光を

好まぬので昼間末梢血より消失すると云い，志賀，高

月〔1907〕は3例のバンクロフト保虫着で前夜から夫

々8時30分ブ　9時30分，9時30分まで暗室に入れてお

き，前2者は直後に，後者は11時30分に鏡換を行った

ところいつもよりも遠かに多数の仔虫出現をみ，日光

と仔虫出現との間には何等かの関係があることは宙定

出来ないと述べている．菅沼はバンクロフト保虫者を

太陽光線に直射させると仔虫の減少を来し，暗室では

昼間も仔虫を認めることが出来ると述べている■村田

は前述の如く実験的に太陽暦，日光々綻の影響を宙足

したが朗卯月卯亘α　吉例桝摘5陽性犬に暗室で長期間

連続的に太陽歴照射を行って過期性香道転させ，適期

出現は長期にわたる紫外線の影響が大であると述べて

いる。久保（1938〕も太腸光線のえいきようを認めて

いる．

Rachou（1956）はブラジルで巽鹸を行い日払　日

没には関係あるも27例を28日間観察し，月の盈断との

関係をしらべたが陰性に終つに尾辻〔1958〕は日没

のおそい夏季は鞋分仔虫出現がおくれ冬季は早くな

ったが，日出とは特別の関係は認め難いと述べてい

る一

一方石器〔1905）は暗室実験を行い，F酎1ebornは試

験管内冥段で太陽光線の影響を宙定し，Ktilz〔1914〕，

谷口〔1905〕，渡辺（1906）等も太陽光踵の影響はな

いと述べている．

3〕宿主の生理環境との関係

宿主の生理環境とは不即不離の関係にあり，宿主体

内の生理的変化は外界の要約の変化に依って左右さ

れはつきりと区別して取り扱う事は出来ない．過去

に於て運動，体温，放勝，呼吸，血圧，血液の化学的

性状，睡眠と覚醒との転換，疾病等いろいろの因子の

退潮性に及ぼす影響が追求きれてきた。

（a〕運動の影響

Scheube〔1896）は淋巴流の関係から運動は仔虫出

現を抑制すると云い，志賀，高月〔1907〕は1名のバ

ンクロフト患者で日没1時間前より1時間後まで駆

足，体操を行わせて鏡験するといつもより仔虫数が少

いことを確認している．

石黒，広澱（1905〕はバンクロフト保虫著を午前2

時に運動させたが午前4時にも猶仔虫は出現し，反復

して巽陵を行うも同一結果が得られないと述べてい

る．Smith＆Rivas〔1914～15〕は30分間の連動で

ロア仔虫の増加を来したと述べている．

McFadzean　＆　Hawking〔1956〕は2名の｝＜ンタ

ロフト保虫薯を夜間急ピッチで15分間走らせたところ

2人共86％の減少を来し，休憩きせると再び増加し，

昼間の適度の運動は影響なく，ロア除虫着では昼間

の筋肉運動は24～57％の減少を来し，夜間はえいきよ
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うがなかったと述べている■　Edeson，Haw・king　＆

Symes〔1957〕はマレイ保虫着で筋肉運動により平均

22～25％の減少を見て，連動は有意な仔虫減少を来す

と述べている．

（b〕体温，駄牌，呼吸等の影響

Manson〔1882）は発熱は過期陸を乱し，パンクロ

フト患者では発熱により昼間末梢血中に相当数の仔虫

が見られると報じ，志賀，高月〔相07）はマラリア発

作のパンクロフト保虫着で昼間多数の仔虫を確認して

いる．森口〔1955〕はパンクロフト患者のフィラリア

性の熱発作時には昼間も末梢血に仔虫を認め，特に発

作局所には仔虫が多かったと述べている■

而るにHinman（1935）は犬3頭で1時間に体温を

3～4コC上昇きせて1～2時間その儀の状顎を維持し

たが仔出数に影響はなく，著し発熱が過期性に重要な

役割を演ずるものならば1日の体温の変化はlOFをこ

えないから　40Fも上昇すれば何等かのえいきようが

あらはれるだろうとして発熱の影響を宙足している．

McFaJdzean（1952）は猿の体温を92．30Fから104

0Fに上昇したが影響はなかった．文腺儲庵88から相0

に，呼吸を1日から36に上昇しても影響は現われなかつ

た．

Hawkir唱（1956）も人で0．6DC体温を上昇きせたが

何等の変化もおこらなかったと述べている．

〔C〕疾病の影響

木村〔1919）は剖検で肺に粟粒陸路按の病変を有し

ていたパンクロフト保虫者が生前昼夜間断なく末梢血

に仔虫が出現していたと述べ，之は肺の結慢性病変の

為に仔虫を蓄積出来なくなり，昼間大循環に放出きれ

たものだろうとしている．

桝屋等〔1958〕はバンクロフト保虫者が毎月週期的

に7～川日間血痕を喀出し，血中の仔虫は定期的に夜

間出現していたにも拘らず血庚申には昼夜路同数の仔

虫の出現を認めている．文民等によれば溶出性肋膜炎

患者3例で適期性が不規則となり，昼間でも多数の仔

虫が宋梢血に出現し，蓼出按排陰により仔虫数の減少

を来し，適期性が明確化したー　腸結核，幽門狭窄症，

腰推力リェス等では影響がなかったと述べている．

〔d〕血管系，袷，温浴，洒荘の影響

Linstow（1892〕，Scheube（1896〕，谷口（1905〕

志賀，高月〔19て］7〕，田中〔1gO8），：Rodenwaldt

〔1908〕，正也1z〔1924〕，Smith＆Rivas〔1914～

15），Keneth　＆　Lynch（1919），菅沼〔1921〕，

Lane〔1929〕，］McFadgean（1952〕，McFadzean

＆Hawking〔1956〕，FⅢ1eboren（1912〕等は血管

系と適期性との関係について宋鹸杏行っている．

Linstowは膵眠申は表在性血管が拡張して居り，昼

間は収縮しているために適期性が現はれるのだと云

い，Schenbeは淋巴流の関係から説明している．志

賀，高月は抱水タロテール陣眠で仔虫数が増加するの

は血管が拡張するためだろうと推測している■

Smith＆Rivasは毒細管の弛緩と収縮で適期性を

説明しようとした．即ち仔虫は血流に流きれていて毛

細管が収縮したときは通過出来なくなって皮下に現は

れ，パンクロフト仔虫では真夜中から午前8時までが

この時期に当り，ロア仔虫は前者に較ペ白励性が大で

中等度の収縮では通過することが出来，午前八時から

午後4時の間に出現し，午後4暗から真夜中までは

両者共出現しないと述べ，菅沼はロア仔虫は自働性が

非常に大きいので緊張した管願は通過出来るが，弛緩

した時は通過出来なくなって毛細管に集ると述べてい

る．Kijlz　も同様の見解である．

田中，Rodenwaldtは血圧の上昇で過期性が葺削ま

れると云い，Keneth＆Lynchはバンク■ロフト，

朗相月J即紬共にニトログリセリンで減少し，エビネ

プリン，脳下垂体エキスで仔虫数が増加し，＝別に肺

虚脱を起きせると他側に較べ仔虫数が非常に増加して

いることを確認している●McFadgean＆　Hawkir唱■

は夜間パンクロフト仔虫が，昼間ローア仔虫がアドレ

ナリンで減少することを認めている．

Smith＆Rivasはブランデー飲酒でローア仔虫の

増加を来し，吉村（1914〕は酒類はバンクロフト仔虫

に影響を及ばきず，谷口（1905〕は出現を抑制する傾

向があると述べている－

温浴についてはSmith＆Rivasは揚に手をつけて

局所の血液にロア仔虫の増加を認め，志賀，高月はバ

ンクロフト患者の日光浴で仔虫数が増加したと述べて

いる■石黒〔1905〕，Manson－Bahr〔1925〕，原口

（1932〕，久保〔1938〕等は温浴の影響を宙定してい

る．

文Mackenzie〔1881〕，谷口〔1905），K揖z〔1914〕，

志賀，高月（1907）は冷浴でバンクロフト仔虫の瑛少

を，Dessauer〔1919〕はロア仔虫で連に増加を認めて

いる■　石黒〔1905〕，渡辺〔1906〕，は影響を膚定し

ている－

〔e〕血液の化学的性状

Mansonは仔虫の過期性は宿主の昼夜間に於ける軽

重聖的代謝産物の差異に依って起ると想定しF嗣1eborn，

Loos，横川等も同様の見解を述べた■
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Mey甜S（柑引〕ブ山田，山本（1916〕，苦河〔19相〕

原口〔1918〕，Lundsgaard〔1911B〕，Baso　＆　Herr

〔相22〕，Endres〔相23〕，竹下〔1925〕ブ林〔1925〕

McFadzean〔相52〕，McFadzean＆Hawking〔1956〕，

Edeson，Hawking　＆　Symes〔1957）等は肺胞円

スとの関係を観察した．

Meyersは昼間は血中の酸素量が滅少して仔虫は死

滅するのだろうと云い，山田，山本はin vitroで仔

虫は酸素申より炭酸ガス中で長時間堕存することを確

め，吾河，竹下等も之に同意した．

最近Hawking一派により盛んに肺胞内ガスとの関

係が追求されているが必ずしも系統的にまとまった結

果蓉みていないようである魯即ちMcFadzeanは猿で

実験を行い昼間酸素巷適度に増加しても瑛少しても仔

虚数が増加し，夜間の同一実験では影響なく，炭酸ガ

スも影響がみられないと述べている。

McFadzean＆Hawkir唱はパンクロフト録虫着で

夜間酸素を増加すると仔虫数は滅少し，減少するとわ

づかに増加巻来し，炭酸ガスは夜間増加しても演少し

ても仔虫数の減少巷来したと述べている．

Edeson，Hawking＆SymesはマVイ操虫着で酸

素は昼夜共に仔虫数の減少を来し，醗酸ガスでもわづ

かな減少を来したと述べている．そして特にフィラリ

アの硬質に依って刺戟に対する反応が選り，適期性は

宿主の24時間の生理的な調停でおこる刺戟に対する仔

虫の反応に依るものであるとしている．

Campbell＆Webs七er〔1g22〕は尿中のPhosphor

朋は尿量に関係なく睡眠中の方が多いことを確め，

Ⅸ1eitmam（相25）は仔虫出現はこのPbosphorusに

平衡して増減を示すと述べたが才McFadze乱n・＆

Hawking（1956〕は偶然の一致に過ぎないとして冥

腱的に之尊慮足している．

田村〔1954〕は多数のバンクロフト保虫着で貯酸球

増多と仔虫出現が概ね平衡関係にあると述べているが

久米，大石（1957）は犬でBCTHに依る好酸状の減

少が庁虫の減少を伴はない事巽から両者間には本質的

の関係はないと論じている。

〔り昼夜転換の影響

Mackenzie〔1881）はManson　が過期性の現象を

発見して間もなくパンクロフト保虫者について障眠と

酒動の時間を3週間転換して適期性が逆転したと報じ

た．Mansonは直ちに追試を行って睡眠と活動は適期

性を起す第一の因子であろうと推測している．

Kenet壬1＆Lync‡1〔柑相〕は朗㌢ββJα音別納言ま言ざ

陰性犬で冥験を行い適期性と睡眠は直接の関係がある

と述べている．

Low，Manson掘abr＆Ⅵralters〔1934〕は睡眠と

覚醒を転換してもMackenzieの述べf：様な其の逆転

は起らず，パンクロフト保虫着で異論6，7，8日冒に

適期性の乱れを来し，この乱れはフィジー島の　nOか

Periodic typeに鞍似していf：と報じている■

Hinman〔1936）はか言γロガJαγ査α吉例御意fまぶ陽性犬

で川日間昼夜転換魯行い，冥鹸の終り頃には最高値が

約6時間前方へガレ，Hunter＆Warren〔1949〕は

パンクロフト保虫着で5カ月間にわたって昼夜転換冥

鹸を行って過期性を逆転させ，東屋夜夫々4時間宛陸

眠をとらせると菅通の適期性と逆転した場合の路中央

値になると云っている．

Manson（1B83）は支部で肌用βJαγ豆α菖桝例言f砧

の適期性を観察し†きよう塵で興奮しやすい野犬の過

期性が乱れていたことを報じ，Thorp　は南洋のパン

クロフト仔虫の過謝陛が不親別であるのは其の土地の

±人の生酒が不親則だからだろうと述べている．

一方，Manson－Bahi〔1935〕，Low＆0’Driscoll

〔1921〕．Dessa11er〔1919〕等はロ・－ア患者で，吉村

（相14〕，広瀬，石崇（1905〕，谷口〔1905）上原口

竹内〔1918）等はパンクロフト保虫着で薬物酔眼，昼

夜転換の影響を宙足している．

文Manson－Bahrは親則的な生酒を行っている南洋

の欧州人，青邦人，印度人でもパンクロフト仔虫には

適期性なく，Bnnet，Dutton＆Elliot，Mendelson，

Green，Dessauer　等も生酒習慣との関係を否定して

いる．

柏〕仔虫誘出物質

Low，MansonuBahr，Walters（1933〕はパンクロ

フト保虫者に5000万T．B．Bワクチンを静注して

pro七einshockを起すと著明な仔虫の誘出が起って過

期性が乱れると述べている●　北条〔相37）はスチブナ

ールをバンクロフト保虫者に注射すると10分頃から誘

出が始まり約1時間この誘出は持続し，アンチモナー

ルでも同様な誘出がみられるが前著には及ばない．文

サブレパル廿ン，エメテン，トリパフラビンにはその作

用を認めなかつア∴　福田（1944）はアンチモンコロイ

ドBMCに帯出作用のあることを確めている■

前にも述べたがKeneth＆Lynchは脳下垂体エキ

ス，エビネフリンで仔虫数の増加をみている．∃篭るに

McFadzean＆HawkingはアドVナリンで約30％の

撰少をみ，ピトイトリン，インシュリン，コーチゾン，

アクサー，墟化ソジュサムでは特別の変化をみないと

述べている．
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最近片峰，田村〔1g54〕は1947年Santigopstevenson，

Hewiセ上等により報告きれたDie七hylcarbamazineに

礪力な仔虫誘出作用のあることを報告している．即ち

本剤の趣く少量を内服又は注射することによって早い

ものでは2．5分で請出が起り，5～15分で最高値に達

し，其の後は次第に減少すると述べている．其の後佐

藤等や，久栄等多くの追試者に依ってこのことが確認

きれている．文片峰，田村はシュワルツマン濾液の静

撞でも或程度の誘出がおこることを確めた．

其の他久雄，大石〔1959）の塩酸ピロカルビン，岡

1田〔相42〕のサルパルサン，墟酸パパペリン，塩酸ユ

メチン，サントゲール，アトロピン，菅沼〔1921）の

アトロピンに依る巽験でも或程度の訴出をみている．

考　　　　　察

ミクロフィラリアの定期出現性に関する現在までの

研究業既を綜合すると一応本現象の本態は母虫のミク

ロフィラリア分娩とは関係なく，ミクロフィラリア自

体の昼夜に放ける体内分布の移動であると考へた万が

合理的のやうに思はれる．本現象は中間宿主との関係

に於てよく理屈保存の目的を果しておることから一種

の本能であらうと考へられたこともある．要するに軸

ものかに対するミクロフィラリアの反応に帰すべきも

のであろう．この何ものかを体外からの刺戟そのもの

に，或は宿主体内の生萱聖的現象に求めて以上述べてき

たやうに多くの緊験的観察が行はれてきている．然し

乍ら必ずしも一定した成続替えず，いたずらに混乱を

深めている現状である●　本現象の説明は荷主側の生理

的変化を全く除外しては考へられないが，従来の観察

の方法ブ実験処置の影響を判定する基準などについて

も検討を要する予地が残きれている様に患う．
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Summary

This paper is treating of a review of 114 important works, published at home and
abroad, on the microfilarial periodicity.
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